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官民連携事業の推進のための地方ブロックプラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 海津市 

②事業名 旧平田庁舎跡地周辺公共施設等民間利活用可能性調査 

③本事業の現在の検討ステ

ージ 

以下の中から本案件の検討ステージを選択してください。 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（                     ） 

 

海津市の旧平田庁舎跡地周辺（以下、当該地区とします）には、

平田図書館を併設した生涯学習センター、平田体育館、平田グラ

ウンドなどのスポーツ施設、温泉を併設した総合福祉センター、

有効活用が可能な現在更地となっている旧平田庁舎跡地が集積し

ています。一方で、海津市は海津郡３町が合併して誕生したこと

から、市として公共施設の機能重複が課題となっている施設も多

く、「海津市公共施設等総合管理計画」では、その目標を計画期間

内で更新費用を 49％の削減としています。そのため、多くの公

共施設等が集積する当該地区において、民間事業者の参入によっ

て公共施設等の有効活用を図り、公共施設に係る費用の削減とと

もに地域活性化を実現したいと考えています。 

現時点では、具体的な事業内容等は決まっておらず、民間事業

者からの助言・提言を踏まえ、事業内容等を決めていく予定とし

ている段階です。 

④サウンディングの目的 当該地区に集積している公共施設と未利用地について、民間事

業者との対話を行い、その意向を把握することで、今後、より実

態に即した幅広い利活用方法についての検討が可能になると考え

ています。 

⑤民間事業者に対する質問

事項 

○市として望ましいと考える活用方法はありますが、実際に実現

可能かどうか、その実現性についてご意見をいただきたいと考

えています。 

○市として望ましいと考える活用方法以外の活用の可能性があれ

ば、様々な意見をいただきたいと考えています。 

○ご意見いただいた活用方法の場合、どのような官民連携手法が

想定されるかについても、あわせてご意見をいただきたいと考

えています。 

○また、ご意見いただいた活用方法で、実際に事業に参加してい

ただく場合、どのような条件が望ましいか等、諸条件について

も、合わせてご意見をいただきたいと考えています。 

④対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサル     



 7.運営（          ） 

8.その他（デベロッパー） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.管理運営のみ 

5.公有地活用    6.包括委託 

7.その他（             ） 

②事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

A.旧平田庁舎跡地 

・旧平田庁舎を解体以降、更地のままの未利用地となっており、

海津市としては、民間事業者による活用を考えています。 

・海津市の施策から、旧平田庁舎跡地の活用については、特に

観光客を対象とした地域活性化に資する機能、もしくは地域

住民の交流に資する機能が望ましいと考えています。その具

体例としては、現時点では千代保稲荷等を訪れる観光客等を

対象としたホテルや地域住民の憩いの場、交流の場となる飲

食店などを想定しています。 

・前述の市の想定する用途として民間事業者が活用できる可能

性がある場合には、地代や売却金額の減額等のインセンティ

ブを検討する予定です。 

・なお、今回のサウンディング調査では、前述の市の想定する

活用方法だけでなく、様々な活用方法についても幅広くご意

見をいただきたいと考えています。 

B.複数の公共施設等 

・旧平田庁舎周辺の複数の公共施設等は、市内で重複している

公共施設であること、海津市としては公共施設に係る費用を

削減する必要があることから、現在のまま継続的に維持して

いくことは難しいと考えています。そのため、民間事業者に

よる活用を考えています。 

・旧平田庁舎跡地周辺の公共施設等を民間事業者によって活用

するとともに、公共施設等の機能を一部でも維持できれば、

公共施設の民間事業者の活用による地域活性化と行政サービ

スの維持を両立できる可能性があると考えています。具体例

として、図書館機能を活用したブックカフェ、温泉を活用し

た温浴施設、体育館やグラウンドを活用したスポーツ合宿を

主な対象としたスポーツ施設もしくは総合型地域スポーツク

ラブの拠点などを想定しています。 

・旧平田庁舎周辺の複数の公共施設等が今回のサウンディング

調査の対象施設となっていますが、活用に関する提案につい

ては、１施設の活用に関する提案、複数施設の活用に関する

提案、全ての施設の活用に関する提案、どのようなご意見で

も構いません。 

・前述の市の想定する用途として活用する場合には、地代や売

却金額の減額等のインセンティブを検討する予定です。 

・なお、今回のサウンディング調査では、前述の市の想定する

活用方法だけでなく、様々な活用方法に関するご意見や現在

の建物を解体し、更地としての活用方法など、幅広いご意見

をいただきたいと考えています。 

C.旧平田庁舎跡地と複数の公共施設等 

・A の旧平田庁舎跡地とB の複数の公共施設等をあわせた範囲

の活用に関する活用方法、例えば旧平田庁舎跡地と複数の公

共施設等のうちの１施設に関する活用方法などについてもご

意見をいただきたいと考えています。 



③現状及び課題 ①海津市及び当該地区の立地 

・海津市は公共交通機関でのアクセスは良くありませんが、名

神高速道路、東名阪自動車道、伊勢湾岸自動車道など様々な

高速道路から、そして主要国道からのアクセスは良好である

ため、自動車によるアクセスは良い立地にあります。 

・東海環状自動車道の発着ＩＣとして海津スマートインターチ

ェンジ（仮称）の計画があり、旧平田庁舎跡地～ＩＣまで自

動車で 10分の位置にあります。 

・当該地区は旧平田町の中央部であるため、周辺住民が集まり

やすい立地であるといえます。 

・当該地区は県内有数の観光スポット「千代保稲荷神社（おち

ょぼ稲荷）」に近い立地です。 

 

②現状の利用者数 

・現在、当該地区を年間 62,334 人（H30）が利用していま

す。 

・現在の機能を活かした活用を行う場合には、活用後の施設に

おいても現在の利用者を引き継ぐことも可能だと考えます。 

※当該地区の施設全てに海津市は類似施設を保有しており、当

該地区の公共施設を廃止したとしても、行政サービスの著し

い低下を招く恐れはないと考えています。 

 

③現状の施設、インフラ 

・公共施設は平田体育館以外の施設は新耐震基準の建物である

ため、躯体の活用も可能です。 

・現在、公共施設として使用しているため、水道等の基本イン

フラも完備しています。 

・生涯学習センターには天然源泉があります。 

・旧平田庁舎跡地に関しても、現在は更地ですが、数年前まで

庁舎が存在していたため、基本インフラの引き込みはありま

す。 

 

⑤観光入込客数 

・海津市には、千代保稲荷、木曽三川公園など県内有数の観光

入込客数を誇る観光スポットを有しています。 

・前述の通り、当該地区は県内有数の観光スポット「千代保稲

荷神社（おちょぼ稲荷）」に近い立地です。 

 

④宿泊施設誘致に関する市の施策 

・市内には宿泊施設は少なく、シングルルームのある宿泊施設

が特に少ない状況にあります。そのため、市を訪れた観光客

の滞在時間が短いという課題をかかえています。 

・宿泊施設誘致は海津市の観光振興に関する施策に明記されて

おり、市として力を入れていく事業であると考えています。 

・市内には 1,627 社の事業者が立地しており、出張等による

利用も存在すると考えています。 

・当該地区に宿泊施設が立地した場合、隣接して自動車教習所

が立地していることから、合宿免許等の宿泊も考えられます。 

 

⑤旧平田庁舎跡地から 25km 圏内には、名古屋市（名古屋駅）駅、

岐阜市、大垣市、桑名市が入っています。 

 

④前提条件 未定 



⑤事業スケジュール（予定） 未定 

（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 岐阜県海津市平田町今尾５５７番地１ 等 

（東海道新幹線ＪＲ岐阜羽島駅、名鉄新羽島駅から海津市コミュ

ニティバスで「平田支所」まで約２２分 

建設予定をしている海津スマートインターチェンジ（仮称）より

自動車で 10分 

②敷地面積 A.旧平田庁舎跡地：6,369.6 ㎡※現在更地/隣地境界確認作業中 

B-1.生涯学習センター：11,928.08 ㎡ 

B-2.平田農村環境改善センター(ふるさと会館)：4,512.42㎡ 

B-3.平田総合福祉会館(やすらぎ)：11,928.08 ㎡ 

B-4.平田体育館：4,667.20 ㎡ 

B-5.平田グラウンド：13,123.19㎡※便所等の小規模建物のみ 

B-6.平田テニスコート：1,561.00 ㎡※建物なし 

③土地利用上の制約 非線引き都市計画区域 

用途無指定地域（建ぺい率７０％、容積率２００％） 

④所有者 海津市 

⑤周辺施設等 ・1km 圏内に、JA、自動車学校、グループホーム、中学校、小

学校、認定こども園等が立地 

・2km 圏内に、県内有数の観光スポット「千代保稲荷神社（御ち

ょぼ稲荷）」が立地 

⑥対象地周辺の一般的なイ

メージ 

地方の小規模自治体（海津市に合併する以前の平田町）の中心地 

（前述の通り、当該地区周辺にも公共施設等が立地するとともに、

住宅、商店、農地等が混在） 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

・平田総合福祉会館に天然温泉による浴室及び温泉スタンドあり

【源泉名：やすらぎの湯（除鉄・除マンガン処理水）、泉質：ナ

トリウム-塩化物・炭酸水素塩温泉（低張性・弱アルカリ性・低

温泉）、泉温：源泉 25.4℃】 

（３）対象施設   

4-1．建物 既存 整備後（予定） 

①施設名称 B-1.生涯学習センター 

B-2.平田農村環境改善センター(ふるさと会館) 

B-3.平田総合福祉会館(やすらぎ)  

B-4.平田体育館 

B-5.平田グラウンド（野球場） 

未定 

②施設の延床面積 B-1.1,693.58㎡ 

B-2.1,570.30㎡ 

B-3.2,602.05㎡ 

B-4.2,090.67 ㎡ 

B-5.110.31 ㎡ 

未定 

③建物の構成（構造、階数） B-1.RC造、２階 

B-2.RC造、２階 

B-3.RC造、２階 

B-4.RC造、２階 

B-5.RC造、１階（器具庫、ダッグアウト）/S

造、１階（器具庫、ダッグアウト） 

未定 

④主な施設の内容、導入機

能 

※海津市 HP、公共施設に関するページを参照

してください 未定 

⑤運営状況 

(運営主体、事業手法 

B-1.直営 

B-2.直営 

B-3.直営（一部指定管理） 
未定 



等） B-4.直営 

B-5.直営 

⑥その他 

(上記項目以外の情報、 

特徴、留意すべきこと等） 

B-1.H9年築（新耐震） 

B-2.S57年築（新耐震） 

B-3.H7年築（新耐震） 

B-4.S54年築（旧耐震） 

B-5.S52年築（旧耐震） 

 

 

■ 添付資料 

 対象施設の現況の写真、施設概要※海津市 HP 公共施設に関するページを参照してください。 

URL: http://www.city.kaizu.lg.jp/life-guide/life/public-facility/ 


